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（舞鶴市）総合型地域スポーツクラブ連携型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合型地域スポーツクラブが運営団体となり、人材バンクを設置して指導者を派遣 

○ 市町村がコーディネーターとなり、総合型地域スポーツクラブとスポーツ協会と学校を繋ぎ、運営体

制の連絡調整を行う。 

○ 総合型地域スポーツクラブが運営団体となり、人材バンクを設置して、休日の地域スポーツクラブ活

動へ指導者を派遣する。 

○ 人材バンクへの指導者登録は、スポーツ協会を通じて競技団体へ指導者選定の協力を依頼する。 

○ 人材バンクへは、兼職兼業を希望する教師も登録する。 

○ スポーツ協会、スポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブ、中学校校長会、中体連専門部、首長部

局、教育委員会による合同会議の設置によって、関係者間の情報共有や課題対応を円滑に進めることが

できる。 

 

体制イメージ 

コーディネーター 市町村 

【運営団体】 
総合型地域スポーツクラブ 

活動場所 

Ａ中学校 

Ｂ中学校 

生徒 

生徒 

希望する活動 

場所へ参加 

学校 

 
 
 
 
 
 

陸上競技 
ソフトボール 

柔道 
剣道 

レクリエーション 

Ａ中学校 

社会体育施設 

派
遣 

人材バンク 

競技団体指導者 

教師(兼職兼業) 

＜期待される効果＞ 

○ 当該種目の競技団体と連携することによりスムーズな指導者確保ができる。 

○ 専門性の高い指導が実施できる。 

○ 他校種からの参加や初心者の参加等幅広い年代への取組は、競技人口の増加にもつながる。 

○ 学校とも連携しやすく、生徒・保護者からの理解や地域の協力も得やすい。 

○ レクリエーション、基礎体力向上等体を動かすことの楽しさを知る活動も設ける等、学校ではで

きなかった活動ができる。 
 
＜想定される課題＞ 

● 継続した持続可能な運営団体の構築が必要である。 

● 新しい種目の設置に向けて、受け皿となる団体や総合型地域スポーツクラブへ新種目の設置等の

連携が必要になる。 

● 種目が増える等充実すると、必要となる指導者数も増えること、関係団体や地域内の他校種とも

連携し、指導者の発掘も必要である。 

指導者として所属 

★令和３・４年度京都府地域運動部活動推進事業モデル地域「舞鶴市」スタイル★ 

スポーツ協会 
（競技団体） 
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（京丹波町）行政主導型Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町村が運営団体となり、スポーツクラブ化を目指したスポーツ教室を実施 

○ 地域に民間のスポーツクラブがない場合、行政が中心となって設置するスタイルである。 

○ 市町村が地域のスポーツ協会、競技団体と連携しながら、指導者を確保し、スポーツ教室を毎週実施

するような形式をとる。  

○ 指導者バンクを設置し、スポーツ教室や土日の学校部活動へ指導者を派遣することもできる。 

○ 将来的にスポーツクラブ化を目指すこともできる。 

○ 行政が中心となっているため、学校、生徒、保護者からも理解を得やすく、指導者も確保しやすい。 

○ 町民在住・在勤対象の「町民大学」（社会教育講座：教養、地域文化、スポーツ等）で開講する講座の

中にスポーツ教室を位置付けることで、地域が一体となって取り組めるため、地域の協力やコミュニテ

ィも生まれる。 

 

＜期待される効果＞ 

○ 地域に根差した特色ある競技スポーツに取り組むことで、地域振興に繋がる幅広い年代を対象と

した活動が期待できる。 

○ 将来的にスポーツクラブ化を視野に入れた教室を計画することで、地域のスポーツ関係団体との

連携が深まる。 

○ 学校とも連携しやすく、生徒・保護者からの理解や地域の協力も得やすい。 

○ 社会教育講座のスポーツ教室に位置付ける等、地域が一体となって取り組める計画をすることで、

地域のコミュニティも生まれやすい。 

○ 中学生以外の参加も可能である。 

○ 生徒のニーズに対応できる等、学校ではできなかった活動ができる。 

 

＜想定される課題＞ 

● 地域の指導者の高齢化や競技スポーツに携わる若い指導者の開拓が難しい。 

体制イメージ 

コーディネーター 市町村 

【運営団体】市町村 

活動場所 Ａ中学校 

Ｂ中学校 

生徒 

生徒 

希望する活動 

場所へ参加 

競
技
団
体 

指導者として所属 

社会体育施設 社会体育施設 

ホッケー教室 カヌー教室 

将来的にスポーツクラブ化 

学
校 

競
技
団
体 

教
師 

(

兼
職
兼
業) 

地域住民 

町民大学 

★令和３・４年度京都府地域運動部活動推進事業モデル地域「京丹波町」スタイル★ 
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事例７ 開放型地域スポーツクラブ連携型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府立学校を活用した開放型地域スポーツクラブが運営団体として、中学校と連携 

○ 府立学校が持つ優れたスポーツ資源（施設、指導者等）を活用した総合型地域スポーツクラブの「開

放型地域スポーツクラブ」へ参加する。 

○ 開放型地域スポーツクラブが運営団体となり、管理運営を行う。 

○ 中学生にとって、高校運動部員による指導や助言は、憧れの存在として夢や希望にも繫がる。 

○ 開放型地域スポーツクラブ以外にも、府立学校施設を活用したスポーツ教室が開設されており、継続

的にスポーツに親しむ機会の拡充が見られる。 

 

宮津天橋高校 

加悦谷学舎 

『ジラソーレ与謝スポーツ 

クラブ』 

体制イメージ 

コーディネーター 府教育委員会 

【運営団体】開放型地域スポーツクラブ 

Ａ中学校 

Ｂ中学校 

生徒 

生徒 

希望する活動 

へ参加 指導者として所属 

＜期待される効果＞ 

○ 府立学校を拠点に体育施設や教師等の指導技術

等を地域社会に提供できる。 

○ 校種や学校を超え、子どもたちに一貫した指導

理念に基づく適切な指導ができる。 

○ 継続的にスポーツに親しむ機会を提供できる。 

○ 世代間交流や地域コミュニティづくりに寄与で

きる。 

 

＜想定される課題＞ 

● 学校施設・設備の管理体制を整える必要がある。 

● 高校教師の負担軽減に配慮する必要がある。 

● 教師以外のクラブ運営の人材が必要である。 

公認スポーツ指導者、教師(兼職兼業)、運動部ＯＢ、高校運動部員、地域等 

陸上競技 

★府立学校施設でのスポーツ教室★ 

 

◇海洋高校『海洋ジュニア』 

 ・レスリング 

 ・ウエイトリフティング 

 

◇丹後緑風高校網野学舎『網野レスリング丹心』 

 ・レスリング 

 

◇府立莵道高校『東宇治ジュニアクラブ』 

 ・ボクシング 

宮津天橋高校 

宮津学舎 

『天橋リングス』 

東舞鶴高校 

 

『ＴＯＭＡＩスポーツ 

クラブ』 

綾部高校 

 

『あすれっつ あやべ』 

南丹高校 

 

『南丹アスリート 

クラブ』 

陸上競技 剣道 
ボート 

水泳 バレーボール 
ソフトボール 

サッカー 

鳥羽高校 

 

『鳥羽クラブ』 

水泳、相撲 
ウエイトリフティング 
バスケットボール 
ソフトテニス 

乙訓高校 

 

『おとくにクラブ』 

京都八幡高校 

 

『京都八幡ジュニア 

クラブ』 

久御山高校 

 

『久御山スポーツ 

クラブ』 

南陽高校 

 

『南陽クラブ』 

バドミントン 
フェンシング 

柔道 

レスリング 剣道 なぎなた 
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